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【
町
田
・
書
記
・
木
戸
雅
夫
通

信
員
】
町
田
ド
ラ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
、
略
し
て
「
町
ド
ラ
」
。

そ
ん
な
愛
称
で
受
講
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
自
動
車
教
習
所

が
、
町
田
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス

で
5
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

東
京
土
建
の
組
合
員
・
家
族
に

は
、
普
通
車
一
般
料
金
よ
り
3
万

円
割
引
、
お
ま
か
せ
優
先
コ
ー
ス

や
追
加
技
能
・
検
定
料
無
料
の
安

心
パ
ッ
ク
付
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た

限
定
特
典
の
ほ
か
、
2
輪
車
の
割

引
・
特
典
も
あ
り
ま
す
。

組
合
員
か
ら
は
「
成
人
に
な
っ

た
息
子
を
通
わ
せ
て
る
よ
」「
バ

イ
ク
の
大
型
免
許
思
っ
た
よ
り

早
く
卒
業
で
き
た
よ
」
な
ど
好

評
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。【
営

業
時
間
】
平
日
8
時
40
分
〜
19

時
30
分
、
日
・
祭
日
8
時
40
分

〜
17
時
30
分
【
住
所
】
町
田
市

南
大
谷
1
―
55
【
電
話
】
0
4

2
―
7
2
3
―
2
4
8
0
【
定

休
日
】
な
し

「町ドラ」の愛称で親しまれる自動車教習所

日頃の疲れもスッキリ

【
目
黒
・
書
記
・
奥
山
明
記
】

目
の
美
容
院
ソ
フ
ィ
ア
は
現
代
社

会
で
酷
使
さ
れ
て
い
る
目
や
肌
を

身
体
の
外
側
と
内
側
両
面
か
ら
ケ

ア
。
施
術
後
に
目
の
輝
き
や
ス
ッ

キ
リ
感
な
ど
を
実
感
頂
け
る
こ
と

間
違
い
な
し
。
小
顔
メ
ニ
ュ
ー
や

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
男
性
に
も

お
勧
め
で
す
。
閑
静
な
マ
ン
シ
ョ

ン
の
一
室
に
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲

気
に
リ
ピ

ー
タ
ー
続

出
中
。

フ
ァ
ミ

リ
ー
カ
ー
ド
提
示
で
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
し
く
は

ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
10
分
サ
ー

ビ
ス
！

【
営
業
時
間
】11
時
〜
21
時（
最

終
受
付
20
時
）
、
不
定
休
【
住
所
】

目
黒
区
東
山
3
―
20
―
20
サ
ニ
ィ

ヒ
ル
ズ
東
山
2
0
1
【
電
話
】
5

7
7
3
―
5
5
6
5

電
気
工

本
多
健
一

今
か
ら
約
40
年
前
、
私
が
高
校

2
年
の
夏
休
み
の
時
、
イ
ギ
リ
ス

へ
24
日
間
語
学
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
勿
論
、
初
の
海
外
で
し
た
。

両
親
は
「
お
前
は
お
と
な
し
く
引

っ
込
み
思
案
な
性
格
な
の
で
よ
い

経
験
に
な
る
」
と
意
外
に
も
快
く

承
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
旅
は
当

時
の
高
校
の
英
語
教
諭
と
そ
の
恩

師
の
早
大
教
授
が
引
率
、
日
本
各

地
よ
り
同
世
代
の
学
生
達
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
期
待
が
大

き
い
も
の
の
、
未
知
の
国
に
馴
染

め
る
か
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
は
イ
ギ
リ
ス
西
部
の
デ

ボ
ン
州
エ
ク
セ
タ
ー
学
園
都
市
の

大
学
寮
に
宿
泊
し
て
、
平
日
は
現

地
の
講
師
に
よ
る
半
分
お
遊
び
気

分
の
語
学
授
業
。
週
末
は
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
内

容
。
空
港
へ
降
り
た
途
端
、
教
授

よ
り
「
こ
こ
か
ら
も
う
日
本
語
は

だ
め
よ
」と
冗
談
半
分
に
言
わ
れ
、

前
半
は
引
き
こ
も
っ
て
夢
中
で
和

英
辞
典
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
ま

し
た
。
や
が
て
、
ツ
ア
ー
仲
間
や

各
国
の
学
生
達
と
交
流
が
深
ま

り
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ス
ポ
ー

ツ
等
を
通
じ
て
親
交
を
深
め
ま
し

た
。
週
末
は
近
場
の
名
勝
を
観
光

し
絶
好
調
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
矢
先
、
落
と
し
穴
は
あ

り
ま
し
た
。
お
こ
づ
か
い
の
現
金

を
す
べ
て
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
後
で
教
授
の
講
演
で
「
海

外
は
日
本
と
違
っ
て
お
金
や
物
品

を
な
く
す
と
、
ほ
ぼ
戻
ら
な
い
」

と
の
説
明
が
あ
り
「
早
く
言
っ
て

よ
」
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
ふ

が
い
な
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し

た
。
最
週
末
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
市

内
観
光
が
あ
り
、
落
ち
込
み
な
が

ら
も
楽
し
い
時
間
が
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。

こ
う
し
て
未
熟
な
私
に
と
っ
て

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
甘
酸
っ

ぱ
く
も
ほ
ろ
苦
い
青
春
旅
行
は
終

わ
り
を
つ
げ
ま
し
た
。
（
文
京
）

煙
草

小
川
国
夫
は
駅
で
新
幹
線
を

待
っ
て
い
る
間
に
無
性
に
煙
草

が
吸
い
た
く
な
り
、
ホ
ー
ム
の

は
ず
れ
で
喫
煙
し
て
、
人
か
ら

注
意
さ
れ
る
ほ
ど
煙
草
が
好
き

で
あ
っ
た
。
小
説
を
書
く
と
き

も
心
が
集
中
で
き
る
と
い
っ
て

煙
草
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。

あ
る
と
き
出
版
社
か
ら
原
稿

を
書
く
姿
の
写
真
を
撮
り
た
い

と
言
わ
れ
、
煙
草
を
く
わ
え
た

と
こ
ろ
、
今
は
煙
草
を
く
わ
え

る
の
は
人
気
が
な
い
と
言
わ
れ

る
。
小
川
は
芥
川
龍
之
介
も
ゴ

ッ
ホ
も
煙
草
や
パ
イ
プ
を
く
わ

え
て
い
る
と
反
論
し
た
。

観
終
わ
っ
て
、
こ
の
映
画
は
何

を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思

っ
た
。
岡
田
准
一
主
演
の
「
関
ケ

原
」
だ
。
予
告
編
に
「
関
ケ
原
の

誰
も
知
ら
な
い
真
実
」
と
あ
っ
た

が
、
何
が
真
実
だ
か
結
局
分
か
ら

ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
セ

リ
フ
が
早
口
だ
っ
た
り
、
方
言
で

ま
く
し
た
て
た
り
で
、
言
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。

合
戦
シ
ー
ン
で
は
指
物
を
も
た

な
い
足
軽
が
入
り
乱
れ
、
ど
ち
ら

が
敵
か
味
方
か
分
か
ら
な
い
。
果

た
し
て
司
馬
遼
太
郎
の
原
作
に
登

場
す
る
架
空
の
人
物
で
あ
る
初
芽

（
伊
賀
の
忍
び
・
有
村
架
純
演
）

を
脇
役
に
置
い
た
こ
と
で
成
功
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
真
実
を
伝
え
る

よ
り
、「
関
ケ
原
」
と
は
何
だ
っ
た

の
か
分
か
ら
な
く
な
る
映
画
だ
。

【
本
部
・
竹
腰
隆
樹
記
】
本

書
は
、
第
二
次
大
戦
下
、
ユ
ダ

ヤ
人
と
し
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
強
制
収
容
所
に
強
制
収
容
さ

れ
、
奇
跡
的
に
生
還
し
た
精
神

科
医
師
の
体
験
記
で
す
。
著
者

は
、
『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』
の
ア

ド
ラ
ー
や
有
名
な
フ
ロ
イ
ト
か

ら
心
理
学
を
学
び
、
科
学
者
の

目
で
「
入
所
前
、
収

容
生
活
、
出
所
後
」

の
3
段
階
で
の
極
限

状
態
に
お
け
る
人
間

心
理
の
記
録
を
淡
々

と
語
っ
て
い
ま
す
。

入
所
前
に
最
初
に

目
に
す
る
、
親
衛
隊

員
の
気
ま
ぐ
れ
の
ま

ま
、
指
一
本
で
の
被

収
容
者
の
振
り
分
け

作
業
。
人
の
生
死
が

ド
イ
ツ
兵
の
気
分
で

選
別
さ
れ
た
事
実
を

知
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
。
収
容
所
生
活

で
は
、
感
情
が
消
滅

し
内
面
が
じ
わ
じ
わ
死
ん
で
い

く
。
他
人
の
拷
問
に
無
関
心
に

な
る
。
病
気
や
寒
さ
に
苦
し
む

人
間
、
暴
行
さ
れ
る
人
間
、
瀕

死
の
人
間
や
死
者
を
見
続
け
る

う
ち
に
、
心
が
麻
痺
す
る
。
そ

し
て
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
た

者
は
、
精
神
的
な
抑
圧
か
ら
急

に
解
放
さ
れ
、
苦
悩
の
体
験
へ

の
無
理
解
な
ど
の
不
満
や
愛
す

る
人
が
い
な
い
失
意
の
体
験
に

苦
し
ん
だ
と
記
し
て
い
ま
す
。

本
書
初
版
は
1
9
4
6
年
に

出
版
さ
れ
、
日
本
を

初
め
17
カ
国
語
に
翻

訳
さ
れ
、
70
年
以
上

に
渡
り
読
み
継
が
れ

て
い
ま
す
。
邦
訳
本

初
版
の
訳
者
で
あ
る

霜
山
徳
爾
さ
ん
は
、

新
版
発
行
に
寄
せ
、

日
本
で
も
ナ
チ
ス
に

負
け
な
い
治
安
維
持

法
に
よ
る
残
忍
な
逮

捕
、
無
期
限
拘
留
、

拷
問
で
「
転
向
」
を

強
制
し
た
と
あ
り
ま

す
。
超
国
家
主
義
の

悲
劇
を
「
未
だ
血
の

逆
流
す
る
想
い
」
と

い
う
強
い
感
情
と
、
「
一
路
平

安
を
祈
る
」
と
い
う
言
葉
も
ま

た
、
心
に
強
く
残
り
ま
す
。

様
々
な
問
題
が
あ
る
現
代
社

会
で
す
が
、
「
ど
ん
な
悲
惨
な

状
況
下
で
も
人
間
の
考
え
る

力
、
精
神
的
な
自
由
は
奪
わ
れ

な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

私
達
に
示
し
て
い
ま
す
。
（
み

す
ず
書
房
・
1
6
2
0
円
税
込
）

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
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サ
ロ
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ゼ
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ほ
ろ
苦
い
青
春
旅
行

イ
ギ
リ
ス
で
無
一
文
に

アウシュビッツからの生還記

ヴィクトール・
Ｅ・フランクル

町田ドライヴィ
ングスクール
町田ドライヴィ
ングスクール

夜と霧夜と霧

チ
ョ
ッ
ト
一
服（
９５３
）


